
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業

松

ノ

周
　
　
二

序

　
近
年
、
生
産
物
に
対
す
る
需
要
が
不
確
実
な
状
況
に
お
げ
る
企
業
行
動
の
問
題
に
っ
い
て
、
多
く
の
理
論
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
企
業
で
は
、
完
成
品
在
庫
を
保
有
し
な
い
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の

仮
定
は
明
ら
か
に
、
企
業
の
生
産
物
が
貯
蔵
不
可
能
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
財
の
性
質
を
著
し
く
制
限
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
企
業
が
完
成
品
在
庫
を
保
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
い
く
っ
か
の
議
論
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
期
待
利
潤
を
極
大
化
す
る
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
点
で
不
満
が
残
る
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
３
章
で
検
討
す
る
が
、
期
待
利

潤
極
大
化
の
仮
設
は
、
需
要
が
不
確
実
な
状
況
に
お
げ
る
企
業
の
行
動
原
理
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
、
本
論
に
お
い
て
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
市
場
が
完
全
競
争
で
あ
る
よ
う
な
企
業
に
，
の
み
議
論
を
限
定

し
、
も
し
企
業
が
完
成
品
在
庫
を
保
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ぼ
、
最
適
な
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ

れ
る
か
と
い
う
問
題
を
、
第
２
章
で
「
期
待
値
－
標
準
偏
差
」
基
準
に
よ
っ
て
検
討
し
、
第
３
章
で
は
、
第
２
章
で
得
ら
れ
た
最
適

な
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
の
性
質
を
比
較
静
学
分
析
に
よ
っ
て
吟
味
す
る
。
ま
た
第
４
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
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す
る
た
め
の
い
ま
一
っ
の
有
力
た
方
法
で
あ
る
「
期
待
効
用
仮
設
」
に
ょ
っ
て
既
述
の
間
題
を
検
討
し
、
二
っ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

得
ら
れ
た
結
論
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
問
題
の
複
雑
さ
を
回
避
す
る
た
め
、
考
慮
す
る
経
済
的
視
野
（
８
旨
◎
．

邑
Ｏ
ぎ
き
竃
）
は
「
二
期
問
」
で
あ
り
、
ま
た
保
有
す
る
在
庫
は
投
機
的
動
機
に
も
と
づ
く
完
成
品
在
庫
の
み
で
あ
る
こ
と
が
仮
定

さ
れ
る
。

１
　
仮
　
　
　
定

　
本
論
で
は
以
下
の
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
。

　
仮
定
－
　
関
連
す
る
す
べ
て
の
市
場
　
　
生
産
物
市
場
、
投
入
財
市
場
お
よ
び
短
期
金
融
市
場
　
　
が
完
全
競
争
で
あ
る
産
業
の

代
表
的
な
企
業
を
と
り
あ
げ
る
。

　
仮
定
２
　
企
業
は
単
一
の
財
の
生
産
お
よ
び
販
売
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
財
は
貯
蔵
可
能
で
あ
る
。

　
仮
定
３
　
す
べ
て
の
市
場
は
各
期
の
期
首
に
の
み
ひ
ら
か
れ
、
財
の
引
渡
し
や
代
金
の
支
払
い
な
ど
は
そ
の
時
点
で
完
了
す
る
。

　
仮
定
４
　
企
業
が
生
産
量
を
決
定
・
着
手
し
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で
に
１
期
間
を
要
し
、
そ
の
量
を
中
途
で
変
更
で
き
な
い
。

　
仮
定
５
　
生
産
の
費
用
関
数
は
限
界
費
用
が
逓
増
的
な
生
産
量
の
増
加
関
数
で
あ
り
、
ま
た
在
庫
保
有
の
費
用
関
数
は
限
界
費
用

が
逓
増
的
な
次
期
に
１
も
ち
こ
す
在
庫
量
の
増
加
関
数
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
関
数
は
三
階
ま
で
徴
分
可
能
で
あ
る
。

　
仮
定
６
　
経
済
に
は
、
債
券
の
満
期
が
一
期
間
で
あ
り
利
子
の
支
払
い
が
確
実
な
短
期
金
融
市
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
企
業
は
短
期

債
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
短
期
資
金
を
調
達
し
、
他
方
、
余
剰
の
資
金
が
あ
る
と
き
に
は
短
期
債
券
を
購
入
す
る
。

　
仮
定
７
　
生
産
お
よ
び
在
庫
保
有
に
必
要
な
投
入
財
の
価
格
お
よ
び
短
期
債
券
の
利
子
率
に
関
す
る
期
待
形
成
は
静
学
的
か
つ
確



実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
企
業
は
、
あ
る
任
意
の
期
、
の
期
に
成
立
す
る
投
入
財
価
格
お
よ
び
利
子
率
は
、
の
期
以
後
に
も
そ
の
ま
ま

成
立
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　
仮
定
８
　
企
業
は
の
期
に
お
い
て
、
の
期
以
後
の
生
産
物
の
市
場
価
格
を
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
企
業
は
そ
れ
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１
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１
↓

ら
を
確
率
変
数
と
み
な
し
、
ま
ず
十
期
の
価
格
の
主
観
的
確
率
分
布
を
設
定
す
る
。
し
か
し
、
十
期
以
後
の
価
格
の
主
観
的
確
率
分
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１

布
の
形
状
は
、
企
業
の
価
格
に
関
す
る
予
想
形
成
能
力
が
低
い
た
め
に
、
十
期
の
価
格
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
仮
定
９
　
企
業
は
富
の
期
待
値
と
標
準
偏
差
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
序
数
的
な
効
用
関
数
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
極
大
化
す
る
よ

う
に
行
動
す
る
。
ま
た
そ
の
効
用
関
数
は
二
階
ま
で
微
分
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
無
差
別
曲
線
は
、
富
の
期
待
値
－
富

の
標
準
偏
差
の
平
面
で
、
右
上
り
か
つ
下
に
凸
の
曲
線
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
窪
Ｒ
旨
３
〔
ク
呈
ｑ
昌
窃
〔
蜆
一
一
身
§
易
〔
８
一
匡
一
彗
ｑ
〔
ジ
葦
Ｏ
竺
〔
・
。
－
寿
多
二
Ｈ
Ｎ
一
一
守
昌
撃
足
一
一

　
　
　
ｃ
ｏ
彗
｛
８
◎
〔
崖
〕
一
冒
・
っ
箒
－
〔
Ｈ
ｏ
。
〕
な
ど
が
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
竃
昌
の
〔
Ｈ
◎
〕
一
ｃ
ｏ
豪
事
〔
ミ
〕
一
Ｎ
”
げ
ｏ
－
〔
８
〕
た
ど
が
あ
る
。

　
　
（
３
）
　
二
っ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
オ
ー
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ー
ブ
で
あ
る
。
期
待
効
用
仮
説
は
、
オ
９
昌
彗
－
冒
◎
畠
彗
・
・
訂
昌
型
の
効
用
関
数
を
得

　
　
　
る
た
め
の
公
準
を
満
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
よ
り
制
約
的
で
あ
る
が
、
効
用
が
期
待
値
と
標
準
偏
差
の
み
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
必

　
　
　
要
が
な
い
と
い
う
点
で
よ
り
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
（
４
）
効
用
関
数
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
推
移
律
が
満
さ
れ
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
が
、
企
業
の
意
志
決
定
が
グ
ル
ー
プ
で
な
さ
れ
て
い
る
場

　
　
　
合
に
ぱ
、
推
移
律
が
満
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
本
論
で
は
、
企
業
の
意
志
決
定
に
際
し
て
、
推
移
律
は
満
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
と
仮
定
し
よ
う
。
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八
二
（
　
八
二
）

１
１

最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
の
決
定

　
仮
定
１
か
ら
仮
定
９
に
も
と
づ
い
て
、
任
意
の
の
期
に
お
げ
る
企
業
の
行
動
に
つ
い
て
議
論
し
よ
う
。

　
仮
定
１
よ
り
、
完
全
競
争
を
企
業
が
価
格
受
容
者
（
肩
－
８
－
試
ぎ
『
）
と
し
て
行
動
し
、
市
場
価
格
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
な
く
任
意

の
量
の
財
を
販
売
で
き
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
企
業
が
在
庫
を
保
有
し
よ
う
と
す
る
動
機
は
、
将
来
価
格
の
上
昇
の
期
待
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

く
と
こ
ろ
の
投
機
的
動
機
の
み
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
定
７
よ
り
、
投
入
財
の
在
庫
保
有
の
動
機
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

在
庫
保
有
は
企
業
の
生
産
物
で
あ
る
完
成
品
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
。
従
っ
て
我
々
は
在
庫
の
間
題
と
し
て
は
、
投
機
的
動
機
に
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
１
１
’

も
と
ず
く
完
成
品
の
み
を
考
え
れ
ぽ
よ
い
。
と
こ
ろ
が
企
業
は
、
の
期
に
お
い
て
は
十
期
以
後
に
は
在
庫
を
も
ち
こ
さ
な
い
と
想
定
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１

す
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
仮
定
８
よ
り
、
在
庫
保
有
の
費
用
が
正
で
あ
る
か
ぎ
り
、
の
期
に
お
い
て
は
十
期
以
後
に
在
庫
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
、
　
（
７
）

ち
こ
す
動
機
は
存
在
せ
ず
、
十
期
に
た
れ
ば
手
持
ち
の
財
を
す
べ
て
販
売
し
て
し
ま
お
う
と
企
業
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
（
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
一
　
　
　
　
　
　
り
＾

ん
こ
れ
は
、
実
際
に
十
期
か
ら
十
期
に
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
か
げ
て
在
庫
を
も
ち
こ
さ
た
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
げ
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
≠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
さ
て
、
生
産
の
費
用
関
数
を
ｐ
（
お
）
、
在
庫
を
一
期
間
も
ち
こ
す
費
用
関
数
を
填
（
５
と
記
す
。
こ
こ
で
、
ム
は
の
期
に
決
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１
１
一

定
し
十
期
に
完
成
す
る
生
産
量
、
４
は
の
期
か
ら
十
に
も
ち
こ
す
在
庫
量
で
あ
り
、
仮
定
５
よ
り
、

　
　
４
少
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
Ｐ
（
◎
）
Ｖ
◎
一
〇
一
、
（
わ
）
Ｖ
◎
一
Ｐ
、
、
（
お
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
）

　
　
　
　
填
（
◎
）
Ｖ
◎
一
坤
、
（
ト
）
Ｖ
◎
一
填
、
、
（
－
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
』
）

と
な
る
。
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）
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
１

　
の
期
に
お
い
て
、
企
業
の
手
元
に
は
↑
期
に
決
定
さ
れ
の
期
に
完
成
し
た
生
産
物
の
非
負
の
一
定
量
卑
と
↑
期
か
ら
も
ち
こ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

た
非
負
の
在
庫
の
一
定
量
４
と
の
和
で
示
さ
れ
る
財
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
の
期
に
お
い
て
企
業
が
販
売
可
能
な
財
の
総
量
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

あ
り
、
所
与
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
短
期
債
券
に
も
と
づ
く
債
権
（
ま
た
は
債
務
）
が
一
期
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏

　
　
　
　
　
　
１
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
ー
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

い
る
。
そ
こ
で
↑
を
一
期
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
債
券
の
総
額
、
↑
を
一
期
の
短
期
債
券
利
子
率
、
巧
を
の
期
で
の
財
の
市
場
価
格
、

　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
¢

岬
を
の
期
に
お
げ
る
企
業
の
短
期
的
富
と
す
る
と
、
凧
は
、

　
　
　
　
『
｝
…
さ
・
（
わ
■
Ｈ
＋
－
１
－
）
十
（
Ｈ
＋
～
山
）
・
車
１
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
○
。
）

と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
の
期
に
お
げ
る
企
業
の
短
期
的
富
は
、
企
業
が
の
期
の
市
場
で
手
持
ち
の
財
を
す
べ
て
販
売
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

短
期
債
券
を
す
べ
て
償
却
し
た
時
に
得
ら
れ
る
貨
幣
総
額
で
あ
り
、
尽
、
４
お
よ
び
外
は
の
期
以
前
の
企
業
行
動
に
依
存
し
の
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

お
い
て
は
所
与
で
あ
る
か
ら
、
の
期
の
市
場
価
格
片
に
依
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

　
そ
こ
で
企
業
は
、
の
期
に
１
お
い
て
、
の
期
に
お
げ
る
財
の
販
売
量
、
十
期
に
完
成
す
る
生
産
量
、
十
期
に
も
ち
こ
す
在
庫
量
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

期
に
お
け
る
投
入
財
の
購
入
量
、
の
期
に
お
げ
る
短
期
債
券
の
供
給
（
ま
た
は
需
要
）
額
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
と
こ
ろ

が
＠
期
で
の
財
の
販
売
量
を
島
と
す
る
と
、
島
は
、

　
　
　
　
９
川
お
二
十
や
「
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ト
）

で
あ
る
。
ま
た
短
期
債
券
の
需
要
額
は
、

　
　
　
　
寧
１
１
『
、
－
さ
Ｈ
，
ｌ
Ｐ
（
お
）
１
貞
（
ｂ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
岬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

で
あ
り
、
投
入
財
の
購
入
量
は
生
産
と
在
庫
保
有
に
よ
っ
て
生
じ
る
派
生
需
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
十
期
に
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
１

す
る
生
産
量
お
よ
び
十
期
に
も
ち
こ
す
在
庫
量
を
決
定
す
れ
ば
、
の
期
で
の
財
の
販
売
量
、
短
期
債
券
の
需
要
（
ま
た
は
供
給
）
額

　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

お
よ
び
投
入
財
の
購
入
量
は
同
時
に
。
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
期
に
期
待
さ
れ
る
企
業
の
短
期
的
富
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
ミ
～
一
１
１
、
“
二
・
（
わ
十
－
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
・
向
、

　
　
　
　
　
　
１
１
さ
十
－
・
（
ト
十
－
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
｛
『
“
１
、
ト
ー
Ｐ
（
お
）
１
串
一
（
－
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
）

　
　
（
加
）
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
一

と
な
り
、
こ
こ
で
糾
は
仮
定
８
よ
り
確
率
変
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
糾
の
期
待
値
を
伽
、
標
準
偏
差
を
恥
十
期
に
期
待
さ
れ
る
短
期

　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

的
富
の
期
待
値
と
標
準
偏
差
を
そ
れ
ぞ
れ
伽
、
～
と
す
れ
ば
、
（
ド
ｏ
）
よ
り
、

　
　
　
　
モ
§
１
１
芯
も
・
（
お
十
－
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
｛
ミ
、
１
、
｝
－
Ｉ
Ｏ
、
（
わ
）
１
申
、
（
－
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ベ
）

　
　
　
　
ｑ
§
１
ｌ
ｑ
も
・
（
わ
十
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
◎
）

と
な
る
。

　
次
に
仮
定
９
よ
り
、
企
業
の
序
数
的
な
効
用
関
数
を
、

　
　
　
　
ｑ
１
１
ｑ
（
、
§
ｑ
§
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
り
）

と
記
す
と
、
（
ド
ｏ
）
よ
り
得
ら
れ
る
無
差
別
曲
線
は
、
ｑ
§
ー
ミ
平
面
で
、
右
上
り
か
っ
下
に
凸
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
音
§
１
　
睾
§

　
　
　
　
ぎ
－
■
ぎ
Ｖ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

　
　
　
　
亀
ｓ
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
ミ
Ｈ
Ｉ
一
ぎ
、
．
事
套
．
一
ヌ
一
岬
－
導
・
、
ミ
．
ぎ
．
昇
十
ヌ
、
・
．
一
ざ
一
心
一
Ｖ
◎
　
一
；
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

で
あ
る
。
一
般
に
叩
は
正
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
　
（
ド
Ｈ
ｏ
）
よ
り
眈
は
負
と
な
り
、
こ
れ
と
（
ド
ー
）
よ
り
、
我
々
の
仮
定
す
る
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

業
は
危
険
回
避
的
で
あ
り
か
つ
「
分
散
的
投
資
家
（
２
き
易
畠
睾
）
」
型
の
効
用
関
数
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
与
え
ら
れ
た
問
題
は
（
Ｎ
．
ｏ
）
で
示
さ
れ
た
効
用
関
数
を
極
大
に
す
る
よ
う
に
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
を



決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
Ｎ
．
べ
）
（
ド
ｏ
。
）
（
ド
ｏ
）
を
考
慮
す
る
と
、
極
大
化
の
一
階
の
条
件
は
、

　
　
　
９
ｑ

　
　
　
長
Ｈ
ぎ
．
一
干
一
一
・
、
一
一
．
ｐ
、
一
５
一
・
ぎ
．
、
工
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｎ
．
§

　
　
　
ｑ
リ
ｑ

　
　
　
Ｓ
”
ぎ
．
ミ
ー
一
一
・
、
一
一
干
一
一
・
、
し
．
長
、
§
一
・
３
・
・
工
　
　
　
　
　
Ｇ
．
§

と
な
る
。
（
ド
冒
）
（
ｏ
。
・
お
）
よ
り
、
ミ
ー
（
Ｈ
＋
さ
）
・
Ｐ
，
１
１
套
１
（
Ｈ
＋
さ
）
さ
１
（
Ｈ
＋
さ
）
・
申
、
、
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
・

　
　
　
○
川
套
１
（
Ｈ
丈
・
）
・
Ｐ
，
１
１
ぶ
１
（
Ｈ
丈
一
き
１
（
Ｈ
丈
一
）
虫
、

と
し
よ
う
。
極
大
化
の
二
階
の
条
件
は
、
二
階
の
偏
導
関
数
か
ら
な
る
ヘ
ツ
セ
行
列
式
の
主
小
行
列
式
が
負
・
正
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
（
ド
旨
）
（
ド
Ｈ
。
。
）
か
ら
得
ら
れ
る
ヘ
ッ
セ
行
列
式
を
刀
と
す
る
と
、

　
　
　
　
◎
１
｛
§
・
Ｐ
、
、
・
（
Ｈ
丈
一
）
　
　
　
Ｏ

　
　
　
ｂ
１
１

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
－
ぎ
・
ミ
．
一
一
ま
一
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
・
一
ト
一

と
な
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
甲
｛
蚤
．
一
〇
一
心
十
暮
・
、
・
．
ｏ
．
亨
気
・
§
・
～
心
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
岬
一

で
あ
る
。
ま
た
（
ド
ｓ
）
（
ド
お
）
を
考
慮
す
る
と
、

　
　
　
甲
－
気
．
、
も
＼
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
．
５

で
あ
る
か
ら
、
（
ド
旨
）
は

　
　
　
・
、
紮
一
一
．
暮
亭
．
一
５
、
－
、
言
・
喜
・
亭
ぎ
・
琴
・
・
一
｛
§
一
、
一

　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
　
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
八
六
）

と
た
り
・
（
ド
Ｈ
Ｈ
）
を
考
慮
す
る
と
ｏ
〈
◎
と
な
る
。
従
っ
て
（
ド
崖
）
よ
り
、
ヘ
ツ
セ
行
列
式
の
主
小
行
列
式
は
、
ｓ
ミ
ｐ
、
、
・

填
、
、
Ｖ
◎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
◎
１
Ｓ
§
・
Ｐ
、
、
・
（
一
丈
一
）
〈
Ｏ

　
　
　
Ｉ
ｏ
・
ｑ
ポ
・
（
Ｐ
、
、
十
隼
、
、
）
・
（
Ｈ
＋
ご
）
十
（
ｑ
ポ
）
心
・
Ｐ
、
、
．
填
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
、
）
心
Ｖ
◎

と
な
り
、
二
階
の
条
件
が
満
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
（
ド
ｓ
）
（
ド
お
）
を
同
時
に
満
す
刃
お
よ
び
ム
が
、
　
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
を
無
視
す
る
と
き
の
最
適
生
産
量
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

よ
び
在
庫
量
で
あ
る
・
以
下
、
（
ド
富
）
（
Ｎ
．
お
）
を
同
時
に
満
す
ム
お
よ
び
ム
を
、
ム
、
４
と
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
そ
こ
で
（
ド
Ｓ
）
（
心
．
お
）
よ
り
、
ｑ
ぎ
Ｖ
◎
一
ｑ
ぎ
く
◎
を
考
慮
す
る
と
、

　
　
　
奮
１
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
（
お
共
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ミ
）

　
　
　
ぶ
ー
（
Ｈ
＋
さ
）
巾
１
（
Ｈ
＋
さ
）
填
、
（
－
糸
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
ｏ
。
）

を
得
る
。
一
方
、
も
し
企
業
が
危
険
中
立
的
な
ら
ば
、
軍
§
１
１
◎
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、

　
　
　
青
一
一
ま
一
・
Ｐ
、
－
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
・
§

　
　
　
套
１
（
Ｈ
＋
、
一
）
ら
「
（
一
十
３
・
坤
、
１
１
◎
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
８
）

を
得
る
・
と
こ
ろ
が
、
（
ド
ベ
）
を
考
慮
す
る
と
（
ド
宕
）
（
ド
８
）
は
、
企
業
が
短
期
的
富
の
期
待
直
を
極
大
化
し
て
い
る
時
の
一
階

の
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
（
ド
宕
）
（
ド
８
）
を
満
す
ム
お
よ
び
４
を
そ
れ
ぞ
れ
、
、
ム
、
、
ム
と
記
せ
ぱ
、
我
々
は
ｐ
、
、
・

年
、
、
Ｖ
◎
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
ド
岩
）
と
（
ド
宕
）
、
（
ド
Ｈ
ｏ
◎
）
と
（
ド
８
）
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
　
　
お
。
〈
ト



　
　
　
　
－
、
〈
い

を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
企
業
の
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
に
関
し
て
次
の
定
理
を
得
る
。

　
定
理
－
　
企
業
が
短
期
的
富
か
ら
得
ら
れ
る
効
用
水
準
を
極
大
化
し
て
い
る
場
合
の
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
、
企
業
が
危

険
回
避
者
で
あ
る
限
り
、
企
業
が
短
期
的
富
の
期
待
値
を
極
大
化
し
て
い
る
場
合
の
そ
れ
ら
よ
り
も
小
さ
い
。

　
次
に
我
々
は
（
ド
ｓ
）
（
ド
お
）
か
ら
得
ら
れ
る
最
適
解
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
（
ド
ｓ
）
（
ド
お
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
通
常
の
資
産
選
択
理
論
で
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

（
ド
ベ
）
（
ド
。
・
）
よ
り
企
業
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
イ
ァ
を
導
出
し
、
そ
れ
と
無
差
別
曲
線
の
接
点
で
最
適
な
短
期
的
富
の
期
待
値
と
標
準

偏
差
を
求
め
て
か
ら
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
を
決
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
（
ド
ベ
）
（
～
』
）
よ
り
、
企
業
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
イ
ア
は
所
与
の
短
期
的
富
の
標
準
偏
差
の
も
と
で
、
短
期
的
富
の
期
待
値
が
最
大

に
な
る
点
の
軌
跡
で
あ
る
か
ら
、
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
刃
を
未
定
乗
数
と
す
る
と
、

　
　
　
　
く
１
１
套
・
（
わ
十
－
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
｛
ミ
“
１
“
－
１
Ｐ
（
ト
）
１
曽
、
（
－
）
｝

　
　
　
　
　
　
十
貞
ｑ
§
１
（
ト
十
－
）
ｑ
し

よ
り
、
極
大
化
の
一
階
の
条
件
は
、

　
　
　
　
栄
－
套
－
一
、
十
・
・
）
・
。
一
、
－
、
３
－
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ド
心
、
）

　
　
　
　
則
ｏ
｝
－
套
－
一
、
十
３
、
「
（
、
十
・
一
）
虫
、
、
、
、
も
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ド
心
、
）

　
　
　
　
＊
Ｈ
３
－
（
お
吉
一
）
～
１
１
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
§

　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
　
八
八
）

　
　
（
１
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
（
ド
曽
）
（
ド
ｓ
）
よ
り
、

　
　
　
　
套
１
（
Ｈ
＋
３
．
９
，
１
１
套
１
（
Ｈ
＋
、
一
）
、
「
（
Ｈ
＋
、
、
）
・
填
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
違
）

を
得
る
。
ま
た
（
ド
ベ
）
よ
り
、
あ
る
所
与
の
短
期
的
富
の
期
待
値
に
対
す
る
ム
と
４
の
組
合
せ
を
ん
曲
線
と
す
る
と
、

傾
き
お
よ
び
曲
率
は
、

　
　
　
　
～
お
　
　
　
　
ー
　
套
１
（
Ｈ
＋
さ
）
さ
－
（
Ｈ
＋
ぐ
）
・
年
、

　
　
　
　
き
葦
－
８
婁
－
－
　
　
害
－
（
Ｈ
丈
一
）
・
ｐ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
§

　
　
　
　
～
、
お
　
　
　
１
１
（
Ｈ
＋
３
［
珪
、
、
・
｛
套
１
（
Ｈ
＋
３
・
Ｐ
、
｝
、
十
Ｐ
、
、
・
｛
套
－
（
Ｈ
＋
、
一
）
さ
ー
（
Ｈ
＋
、
一
）
年
、
、
｝
、
］

　
　
　
　
ｓ
、
§
－
８
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
套
－
（
Ｈ
＋
３
・
〇
一
、
一
。
。

伽
曲
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
塞
）

と
な
る
。
（
ド
ミ
）
（
ド
ー
ｏ
。
）
よ
り
（
ド
旨
）
（
ド
Ｓ
）
に
お
い
て
、
お
＼
、
－
〈
◎
一
～
・
、
お
＼
～
↑
、
Ｖ
◎
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
ん

曲
線
は
－
ー
お
平
面
で
、
右
下
り
か
っ
下
に
凸
の
曲
線
と
な
る
。
同
様
に
（
ド
ｏ
・
）
よ
り
、
あ
る
所
与
の
短
期
的
富
の
標
準
偏
差

に
対
す
る
ム
と
４
の
組
合
せ
を
～
曲
線
と
す
る
と
、
～
曲
線
の
傾
き
は
、

　
　
　
　
、
お
＼
、
皇
§
１
１
８
邑
１
Ｉ
Ｉ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ミ
）

と
た
る
か
ら
、
～
曲
線
は
傾
き
が
－
Ｈ
の
直
線
と
な
る
。
（
ド
違
）
（
ド
畠
）
（
ド
ミ
）
よ
り
、
（
ド
違
）
は
ん
曲
線
と
～
曲
線
が
接
す

る
た
め
の
条
件
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
二
っ
の
曲
線
の
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
も
し
あ
る
最
適
な
短
期
的
富
の
期
待
値
と
標

準
偏
差
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
最
適
な
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
が
ユ
ニ
ー
ク
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
れ
故
、
次
に
、
最
適
な
短
期
的
富
の
期
待
値
お
よ
び
標
準
偏
差
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
（
ド
旨
）

（
ド
ｓ
）
（
ド
轟
）
よ
り
１
を
消
去
し
て
刃
お
よ
び
４
を
～
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
ア
関
数
、
９
関
数
と
す
る
と



　
　
　
　
ト
ー
－
、
（
３
）

　
　
　
　
－
１
１
灼
（
９
§
）

と
な
る
か
ら
、
（
ド
Ｎ
ｏ
◎
）
（
ド
８
）
を
（
ド
ベ
）
に
代
入
し
て
ん
と
～
の
関
係
を
求
め
る
と
、

　
　
　
　
ぎ
１
１
奮
・
９
（
３
）
十
的
（
３
）
｝
十
（
Ｈ
＋
ミ
）
・
□
ミ
“
１
さ
・
灼
（
３
）
ｌ
Ｐ
ｑ
（
８
）
｝
１
填
｛
内
（
３
）
｝
］

と
な
り
、
こ
れ
が
企
業
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
で
あ
る
。
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
の
傾
き
お
よ
び
曲
率
は
、

（
ド
轟
）

（
ド
竃
）

　
（
Ｎ
』
◎
）

（
ド
ｏ
ｏ
○
）
よ
り
、

靖
－
一
ぎ
・
§
一
・
ｏ

導
去
・
峯
一
・
平
一
ぎ
麦
…
一
・
・

と
な
り

で
あ
り

、、

で
あ
る
。

こ
こ
で
、

Ｏ
…
誉
１
（
Ｈ
＋
さ
）
・
Ｐ
，
１
１
套
１
（
Ｈ
＋
さ
）
さ
－
（
Ｈ
＋
さ
）
隼
、

従
っ
て
、

～
Ｏ
＼
、
ｑ
§
１
１
－
（
Ｈ
＋
さ
）
・
Ｏ
、
、
寄
ミ
ー
－
－
（
Ｈ
＋
さ
）
・
隼
、
、
・
零
§

ま
た
（
ド
違
）
よ
り
、
ざ
１
１
Ｐ
、
ー
き
、
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
こ
れ
と
（
ド
畠
）
よ
り
、
！
お
よ
び
９
関
数
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
填
、
、

奇
§
１
ｌ
　
　
　
　
　
　
Ｖ
ｏ

　
　
　
（
ｐ
、
、
十
串
｝
、
、
）
・
３

　
　
　
　
　
０
一
、
、

§
、
（
ｏ
＼
・
・
宍
一
・
～
Ｖ
。

奇
も
§
１
－
Ｐ
、
、
き
、
、
、
．
、
も
．
指
・
－
Ｏ
＼
、
、
．
填
、
、
．
、
も
．
音
・

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
（
ｐ
＋
申
｝
、
、
）
・
３
｝
心

価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）

八
九
（
八
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）

川〃

Ｗ

ア

ｆ

線曲

一
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
、
、
、
、
・
年
、
、
・
～
・
奇
§
１
Ｐ
、
、
年
、
、
、
・
～
・
簿
§

　
　
　
　
的
ｑ
§
ｑ
§
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
（
９
、
、
十
貞
、
、
）
３
｝
、

　
　
　
　
詩
も
§
十
的
ｑ
も
§
１
１
◎

と
な
る
か
ら
、
　
○
Ｖ
◎
一
～
ｏ
＼
亭
§
〈
◎
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
　
音
§
＼
亭
§
Ｖ
◎
一

滝
奮
＼
亭
、
〈
ｏ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
は
ｑ
§
－
奮
平
面

で
、
右
上
り
か
っ
上
に
凸
の
曲
線
と
な
る
。
無
差
別
曲
線
は
～
１
奪
平
面
で
右
上
り
か

つ
下
に
凸
の
曲
線
で
あ
る
の
で
、
最
適
な
短
期
的
富
の
期
待
値
お
よ
び
標
準
偏
差
は
ユ
ニ

ー
ク
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
次
の
定
理
を
得
る
。

　
定
理
２
　
（
ド
Ｓ
）
（
ド
お
）
を
同
時
に
満
す
ム
お
よ
び
４
と
し
て
決
定
さ
れ
る
最
適
生

産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
ら
れ
た
よ
う
次
有
効
フ
回
ソ
テ
ィ
ァ
を
用
い
た
議
論
は
、
図
１
お
よ
び
図
２

に
ょ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
企
業
の
有
効
フ
回
ソ
テ
ィ
ァ
は
、
図
１
の
よ
う
に
－
ー
わ
平
面
で
描
く
と
、
伽
曲
線

と
～
曲
線
と
の
接
点
の
軌
跡
で
あ
る
。
そ
の
傾
き
は
、
（
ド
違
）
よ
り
さ
１
ｌ
Ｐ
，
１
坤
、
で

あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
～
わ
＼
～
ｂ
ｌ
Ｉ
年
、
、
＼
Ｐ
、
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

と
な
る
か
ら
、
－
１
お
平
面
で
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
は
右
上
り
曲
線
で
あ
る
。
図
１



Ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
、－

下

　
一

　
瓦

　
十

　
↓

　
刈
Ｏ

〉
　
＝

刈
　
ｎ

　
↑

　
十

　
一

　
刈○

ぺ

Ｘ
　
〈

　
○

〔
ケ
ー
ス
３
〕

Ｏ
Ｆ｝

一
パ

ｔ
　
　
〈

Ｘ
　
Ｏ

　
　
　
〔
ケ
ー
ス
「
〕

亘
一

１
　
　
　
　
　
」
刀

一
ｎ

ア

一
＾

価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）

よ
り
、
Ｈ
、
◎
の
と
き
の
伽
曲
線
と
～
曲
線
と
の
接
点
で
の
ム
を
疋

と
す
る
。
ま
た
、
企
業
が
選
択
可
能
な
ム
と
４
の
組
合
せ
で
伽
と
～

が
最
大
に
な
る
の
は
ト
ー
－
わ
一
ｂ
１
－
－
の
と
き
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

と
１
ー
ト
一
－
１
１
◎
に
。
対
応
す
る
伽
、
～
を
伽
、
瓦
、
わ
１
１
お
一
Ｈ
一

１
１
－
に
対
応
す
る
伽
、
～
を
（
§
）
き
（
ｑ
§
）
ミ
と
記
す
と
、
企
業

の
有
効
フ
回
ソ
テ
ィ
ア
は
、
Ｈ
「
わ
平
面
で
は
点
（
〇
一
お
）
と
点

（
ケ
ト
）
を
結
ぶ
右
上
り
の
曲
線
で
あ
り
、
ｑ
§
１
奪
平
面
で
は
、

点
（
ｑ
§
ミ
）
と
点
｛
（
～
）
き
（
奮
）
己
を
結
ぶ
右
上
り
か
つ
上
に

凸
の
曲
線
と
な
る
。
た
だ
し
、
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
は
わ
一
－
Ｖ
○

の
領
域
で
定
義
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端
点
は
含
ま
れ
な
い
。

　
い
ま
ま
で
の
議
論
で
は
、
　
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
の
間
題
を
無
視
し
て

き
た
が
、
最
後
に
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
の
可
能
性
に
っ
い
て
検
討
し
ょ

う
。
企
業
が
選
択
可
能
な
生
産
量
の
範
囲
は
、

　
　
　
　
○
帆
わ

で
あ
り
、
も
し
企
業
が
手
持
ち
の
財
の
総
量
（
わ
－
。
十
Ｈ
二
）
以
上

の
在
庫
を
も
ち
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
選
択
可
能
な
在

庫
量
の
範
囲
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
九
一
）
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経
済
学
（
第
二
十
六
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九
二
（
九
二
）

　
　
　
　
◎
帆
－
帆
お
■
－
十
Ｈ
干
－

　
　
（
１
５
）

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
あ
る
。
定
理
１
よ
り
、
も
し
短
期
的
富
の
期
待
値
を
極
大
化
す
る
と
き
の
最
適
生
産
量
一
ム
が
ゼ
ロ
た
ら
ば
、
本
モ
デ
ル
の
最
適

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

生
産
量
ム
も
ゼ
ロ
で
あ
り
、
同
様
に
、
短
期
的
富
の
期
待
値
を
極
大
化
す
る
と
き
の
最
適
在
庫
量
、
甘
が
ゼ
ロ
な
ら
ば
、
本
モ
デ
ル

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
〉

の
最
適
在
庫
量
も
ゼ
回
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
こ
で
は
、
お
一
ｂ
Ｖ
◎
で
あ
る
場
合
の
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

よ
う
。

　
お
一
ト
Ｖ
◎
な
ら
ば
、
套
Ｖ
Ｐ
、
（
◎
）
一
套
１
さ
Ｖ
違
、
（
ｏ
）
で
あ
る
か
ら
、
“
十
年
、
（
◎
）
…
…
９
、
（
◎
）
で
あ
り
、
ま
た
、
打
…
お
■
－

十
Ｈ
二
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
４
っ
の
ヶ
ー
ス
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
ヶ
ー
ス
ー
〕
さ
十
お
、
（
ｏ
）
Ｍ
Ｐ
、
（
◎
）
一

ト
Ｍ
お
１
－
十
－
１
－
、
　
〔
ケ
ー
ス
２
〕
さ
十
填
、
（
◎
）
Ｍ
Ｏ
“
、
（
◎
）
一
ｂ
〈
お
ー
－
十
わ
１
－
、
　
〔
ケ
ー
ス
３
〕
さ
十
填
、
（
◎
）
〈
Ｐ
、
（
◎
）
一
－
Ｍ
ト
ー
－

十
－
Ｉ
Ｈ
、
〔
ヶ
ー
ス
４
〕
さ
十
年
、
（
ｏ
）
〈
Ｐ
、
（
○
）
一
－
〈
お
ー
－
十
Ｈ
二
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
“
十
填
、
（
ｏ
）
Ｍ
Ｐ
、
（
◎
）
な
ら
ば
、
さ
十

填
、
（
Ｏ
）
Ｈ
Ｐ
、
（
お
）
を
満
す
ム
は
非
負
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
た
ム
を
疋
と
記
す
。
ま
た
逆
に
、
さ
十
年
、
（
Ｏ
）
〈
Ｐ
、
（
◎
）
な
ら

ば
、
加
十
お
、
（
－
）
Ｈ
Ｐ
、
（
◎
）
を
満
す
４
は
正
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
４
を
一
４
と
記
す
こ
と
に
す
れ
ぱ
、
４
つ
の
ケ
ー
ス
に

っ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
の
可
能
性
を
含
む
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
〔
ヶ
ー
ス
ー
〕

と
〔
ケ
ー
ス
３
〕
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
を
図
示
し
て
お
こ
う
。

　
以
上
，
の
こ
と
か
ら
、
無
差
別
曲
線
が
有
効
フ
回
ソ
テ
ィ
ァ
の
ど
の
領
域
で
接
す
る
か
に
よ
っ
て
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
が

「
コ
ー
ナ
ー
解
」
に
な
る
ケ
ー
ス
が
で
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
　
（
５
）
完
全
競
争
の
も
と
で
は
、
価
格
は
不
確
実
で
あ
る
が
、
販
売
量
は
確
実
で
あ
る
。
巾
弩
『
昌
〔
ｏ
。
〕
一
〇
。
彗
ｑ
昌
◎
〔
崖
〕
な
ど
の
完
成
品
在

　
　
　
庫
を
考
慮
し
な
い
モ
デ
ル
で
は
、
生
産
量
と
販
売
量
は
等
し
い
が
、
完
成
品
在
庫
を
考
慮
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
等
し



（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

く
な
い
。

　
以
下
、
単
に
財
と
記
す
場
合
、
そ
れ
は
企
業
の
生
産
物
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
企
業
が
考
慮
す
る
期
問
は
二
期
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
本
モ
デ
ル
は
「
二
期
問
」
モ
デ
ル
で
あ
る
・

　
向
二
Ｖ
◎
な
ら
ぱ
、
（
Ｈ
＋
、
こ
）
．
貝
－
Ｈ
だ
げ
の
貨
幣
を
う
げ
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
吋
二
く
◎
た
ら
ば
、
（
Ｈ
＋
、
二
）
由
二
だ
け
の
貨

幣
を
支
払
・
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
の
期
に
お
げ
る
企
業
の
決
定
は
、
手
持
ち
の
財
（
お
－
－
十
ト
ー
Ｈ
）
の
う
ち
の
ど
れ
だ
げ
を
在
庫
仰
と
し
て
（
羊
Ｈ
）
期
に
も

ち
こ
し
て
残
り
を
販
売
す
る
か
と
い
う
決
定
と
（
“
十
－
）
期
に
完
成
す
る
財
の
生
産
量
の
決
定
で
あ
る
。

　
き
吉
を
よ
り
詳
し
く
書
く
と
、
き
吉
１
ー
さ
。
－
・
（
お
十
ト
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
・
｛
加
（
お
１
－
十
ｂ
。
一
）
十
（
Ｈ
＋
、
二
）
・
畑
１
「
加
・
卜
ｌ
Ｐ
（
わ
）
１

貞
（
卜
）
｝
と
な
る
。
そ
こ
で
も
し
わ
－
－
十
卜
－
－
１
Ｉ
ｏ
・
吋
二
１
１
◎
一
さ
１
１
◎
な
ら
ぱ
、
ミ
王
は
（
羊
Ｈ
）
期
に
期
待
さ
れ
る
利
潤
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ｗ
は
利
潤
を
含
む
よ
り
広
い
概
念
で
あ
り
、
在
庫
の
保
有
を
認
め
る
我
々
の
モ
デ
ル
に
と
っ
て
は
、
適
当
な
概
念
で
あ
る
。

　
弓
◎
巨
目
〔
お
〕
を
参
照
。

　
た
と
え
ぼ
、
く
胃
ぎ
く
庁
〔
り
〕
一
弓
ｏ
巨
目
〔
畠
〕
な
ど
を
参
照
。

　
Ｐ
、
、
一
貝
、
、
Ｖ
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
二
階
の
条
件
が
満
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
わ
か
る
。

　
実
際
、
も
し
生
産
１
お
よ
び
在
庫
保
有
の
費
用
関
数
が
二
次
式
な
ら
ば
、
～
曲
線
は
点
（
“
片
）
を
中
心
と
す
る
晴
円
の
左
下
の
部
分

と
な
り
、
（
“
ち
）
平
面
で
の
有
効
フ
ロ
ソ
テ
イ
ァ
は
右
上
り
の
直
線
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
直
線
で
描
い
て
あ

る
。　

も
」
企
業
が
市
場
で
他
の
企
業
の
生
産
物
を
購
入
で
き
る
な
ら
ば
、
ｂ
Ｖ
お
１
－
十
ト
ー
－
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
李
帆
Ｐ
、
（
◎
）
な
ら
ば
、
お
Ｈ
○
で
あ
り
、
お
、
１
１
◎
一
李
－
さ
帆
歩
、
（
◎
）
な
ら
ぱ
、
“
１
１
◎
で
あ
り
・
卜
＊
１
－
◎
で
あ
る
。

ＩＩＩ

最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
と
比
較
静
学

本
章
に
お
い
て
我
々
は
、
（
ド
ｓ
）
（
ド
５
）
を
同
時
に
満
す
解
と
し
て
得
ら
れ
る
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
が
、
企
業
の
設
定

　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
　
九
四
）

　
　
）

す
る
＾
期
の
価
格
の
主
観
的
確
率
分
布
の
移
状
、
の
期
の
市
場
価
格
、
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
お
よ
び
短
期
債
券
の
の
期
の
市
場

　
　
¢

利
子
率
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
げ
る
か
を
検
討
す
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
我
々
は
、
企
業
の
効
用
関
数
と
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
と
の
関
係
に
っ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
ド
Ｈ
◎
）
よ
り
Ｒ
を
、

　
　
　
　
氏
１
１
音
§
　
　
　
１
Ｉ
Ｉ
睾
ミ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
・
．
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
～
ｑ
§
ｑ
ｌ
ｌ
８
易
一
　
　
ｑ
ぺ
§

と
定
義
す
る
。
Ｒ
は
伽
と
～
と
の
間
の
限
界
代
替
率
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
～
で
示
さ
れ
る
危
険
が
１
単
位
増
加
し
た
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

効
用
水
準
を
一
定
に
保
っ
た
め
に
補
整
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
短
期
的
富
の
期
待
値
仏
の
増
加
額
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
Ｒ
は
危
険
の

短
期
的
富
の
期
待
値
に
よ
る
補
整
限
界
評
価
額
で
あ
り
、
こ
れ
は
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
（
ｏ
。
一
Ｈ
）
よ
り

　
　
　
　
雅
ｑ
ｎ
８
邑
－
張
ｑ
“
婁
、
蝸
沖
・
詐
・
完
－
－
一
斗
三
、
ミ
・
一
．
昇
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｎ
ｑ
ぎ
ｑ
§
・
Ｓ
§
・
睾
§
十
睾
も
§
・
（
Ｓ
一
§
）
、
｝
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
』
）

と
な
る
か
ら
、
も
し
危
険
が
増
加
し
た
た
ら
ば
、
効
用
水
準
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
は
、
補
整
限
界
評
価
額
も
増
加
し
た
げ
れ
ば
な

ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
は
大
き
く
な
る
。

　
次
に
我
々
は
ぴ
と
ガ
を
、

　
　
　
　
９
１
１
竃
　
　
　
　
軍
・
．
Ｓ
・
、
・
　
睾
・
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
・
．
。
・
）

　
　
　
　
　
　
琴
§
ミ
ー
１
．
８
。
。
け
　
　
（
ｑ
ぺ
§
）
Ｎ
　
　
　
ｑ
、
§

　
　
　
　
ｂ
ｌ
ｌ
罵
　
　
　
　
軍
・
．
Ｓ
ミ
・
　
Ｓ
・
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
．
仁
）

　
　
　
　
　
　
音
§
§
１
１
８
邑
　
　
　
（
Ｓ
ミ
）
螂
　
　
　
Ｓ
§

、



と
定
義
す
る
と
、
ぴ
は
伽
を
一
定
に
し
た
ま
ま
で
～
が
１
単
位
増
加
す
る
と
き
の
Ｒ
の
変
化
額
で
あ
り
、
戸
は
～
を
一
定
に
し
た
ま

ま
で
ん
が
１
単
位
増
加
す
る
と
き
の
Ｒ
の
変
化
額
で
あ
る
か
ら
、
ぴ
お
よ
び
ガ
の
符
号
は
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
す
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
基
準
と
な
る
。
す
た
わ
ち
、
ミ
Ｖ
◎
（
〈
ｏ
）
な
ら
ば
、
短
期
的
富
の
期
待
値
伽
が
一
定
で
危
険
～
が
増
加
し
た
時
に
、
企
業
の
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

険
回
避
の
程
度
Ｒ
は
大
き
く
（
小
さ
く
）
な
り
、
ｂ
Ｖ
ｏ
（
〈
○
）
な
ら
ば
、
危
険
～
が
一
定
で
短
期
的
富
の
期
待
値
伽
が
増
加
し
た
時

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

に
、
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
Ｒ
は
大
き
く
（
小
さ
く
）
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
の
性
質
を
比
較
静
学
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
）

　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
十
期
の
価
格
の
主
観
的
確
率
分
布
に
お
い
て
、
価
格
の
標
準
偏
差
～
の
変
化
が
価
格
の
期
待
値
〃
に
１
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の

　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

と
仮
定
し
、
～
の
変
化
が
最
適
生
産
量
ム
お
よ
び
在
庫
量
ゲ
に
及
ぼ
す
効
果
を
示
そ
う
。
音
＼
～
３
１
１
０
を
考
慮
す
る
と
、
（
ド
Ｓ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
ド
Ｈ
ｏ
◎
）
よ
り
、

　
　
　
．
長
恭
－
－
ミ
一
ざ
一
、
、
一
．
寧
、
、
．
一
一
。
、
・
一
一
々
十
き
十
ざ
．
昇
．
年
、
、
．
一
一
十
、
し

　
　
　
　
亭
も
－
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
ｓ
米
－
－
ミ
一
ぎ
一
心
、
ミ
、
一
一
十
、
し
一
勾
十
き
十
ざ
．
昇
．
ｐ
、
、
．
一
Ｈ
。
、
し

　
　
　
　
～
３
Ｉ
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

を
得
る
。
従
っ
て
、
ミ
ｗ
○
な
ら
ば
、
～
ト
、
＼
～
３
〈
◎
一
亀
、
、
＼
～
３
〈
○
で
あ
る
か
ら
、
次
の
定
理
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
定
理
３
　
も
し
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
す
基
準
で
あ
る
ぴ
が
（
負
Ｗ
ｏ
）
な
ら
ば
、
企
業
の
設
定
す
る
十
期
の
価
格
の
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

準
偏
差
で
示
さ
れ
る
価
格
の
不
確
実
性
が
大
き
い
程
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
小
さ
い
。

　
　
　
　
）

　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
次
に
、
片
期
の
価
格
の
期
待
値
帖
の
変
化
が
そ
の
標
準
偏
差
め
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
も
の
と
仮
定
し
、
　
約
の
変
化
が
ム
お
よ

　
　
　
　
（

　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
九
六
）

び
炉
に
及
ぼ
す
効
果
を
示
そ
う
。
、
３
＼
～
奪
１
－
◎
を
考
慮
す
る
と
、
（
ド
Ｓ
）
（
ド
お
）
よ
り
、

　
　
　
　
～
お
、
ｌ
Ｉ
宍
ｑ
ポ
）
ず
、
坤
、
、
・
（
Ｈ
＋
さ
）
　
　
　
　
　
　
（
§
§
）
心
・
填
、
、
・
（
Ｈ
＋
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
半
十
－
共
）
十

　
　
　
　
音
、
１
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
素
－
．
も
§
、
一
、
、
“
。
、
一
、
十
、
、
一
一
お
、
・
－
、
一
・
暮
、
一
岬
共
、
一
、
十
、
、
一

を
得
る
。
従
っ
て
ｂ
〈
◎
な
ら
ば
、
、
お
、
＼
音
、
Ｖ
〇
一
ミ
一
、
＼
音
も
Ｖ
◎
と
な
る
か
ら
、
次
の
定
理
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
定
理
４
　
も
し
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
す
基
準
で
あ
る
ガ
が
（
も
帆
ｏ
）
な
ら
ば
、
企
業
の
設
定
す
る
十
期
の
価
格
の
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

待
値
が
大
き
い
程
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

　
次
に
、
の
期
の
市
場
価
格
の
の
変
化
が
ム
お
よ
び
炉
に
及
ぽ
す
効
果
を
示
そ
う
。
一
般
に
は
、
の
期
の
市
場
価
格
は
片
期
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
主
観
的
確
率
分
布
の
形
状
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
化
の
た
め
に
、
そ
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
～
３
＼
害
一
１
１
音
も
＼
喜
一
１
Ｉ
ｏ
を
考
慮
す
る
と
、
（
ド
・
。
）
（
ド
畠
）
（
ド
お
）
よ
り
、

　
　
　
　
員
、
ｌ
Ｉ
Ｓ
・
．
Ｏ
＋
、
．
（
Ｓ
・
）
、
、
違
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
・
）
（
お
－
一
二
１
「
勺
）

　
　
　
　
～
“
Ｉ
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
き
、
－
ぎ
．
Ｏ
も
一
ぎ
一
心
、
ｂ
、
、
一
一
・
、
・
一
一
ざ
十
・
：
１
き
■
一
ざ
一
心
．
Ｐ
、
、
．
一
一
・
、
し

　
　
　
　
亀
一
ｌ
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

を
得
る
。
ｏ
〈
◎
一
お
１
－
十
－
１
「
－
、
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、
ｂ
Ｗ
◎
の
時
、
、
お
、
＼
§
“
Ｖ
◎
一
、
帆
◎
の
と
き
、
ミ
、
＼
喜
、
〈
◎
と
な
り
、

次
の
定
理
を
得
る
。

　
定
理
５
　
も
し
も
Ｗ
◎
な
ら
ば
、
の
期
の
市
場
価
格
が
高
い
程
、
最
適
生
産
量
は
大
き
い
。
ま
た
、
も
し
、
帆
◎
た
ら
ば
、
の
期



の
市
場
価
格
が
高
い
程
、
最
適
在
庫
量
は
小
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
次
に
我
々
は
、
危
険
の
短
期
的
富
の
期
待
値
に
よ
る
補
整
限
界
評
価
額
け
を
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
と
す
る
。
（
ｏ
。
・
Ｈ
）
を
考
慮

す
る
と
、
（
ド
旨
）
（
ド
お
）
は
、

　
　
　
　
套
１
（
Ｈ
＋
う
・
Ｐ
、
（
ト
、
）
１
宇
～
１
ｌ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
・
Ｓ
）
、

　
　
　
　
モ
、
－
（
Ｈ
＋
ご
）
、
、
１
（
一
十
さ
）
申
“
、
（
－
共
）
１
完
ｑ
，
１
１
ｏ

と
な
る
か
ら
、
五
の
変
化
の
効
果
に
つ
い
て
次
の
定
理
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
定
理
６
　
も
し
他
の
条
件
が
一
定
で
、
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
Ｒ
が
大
き
く
（
小
さ
く
）
な
れ
ば
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
小
さ
く
（
大
き
く
）
な
る
。

　
最
後
に
、
の
期
の
短
期
債
券
の
市
場
利
子
が
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
に
及
ぽ
す
効
果
を
示
そ
う
。
（
ド
旨
）
（
ド
お
）
よ
り

　
　
　
　
～
わ
恭
　
－
票
｛
・
）
、
、
も
．
填
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
一
）
．
車
・

　
　
　
　
　
享
１
１
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
§
、
　
１
宍
｛
・
）
、
、
、
．
ｐ
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
一
）
卓
共

　
　
　
　
ぎ
１
１
　
　
　
　
ｂ

を
得
る
。
従
っ
て
、
卓
、
Ｖ
ｏ
な
ら
ぼ
、
、
帆
○
（
Ｖ
◎
）
の
と
き
、
～
ト
米
＼
寺
、
亀
一
＼
寺
一
Ｍ
◎
（
〈
ｏ
）
一
ぎ
く
○
な
ら
ば
、
、
帆
ｏ
（
Ｖ
○
）

の
と
き
、
～
お
共
＼
寺
サ
亀
一
、
＼
寺
一
帆
ｏ
（
Ｖ
ｏ
）
と
な
る
か
ら
、
次
の
定
理
を
得
る
。

　
定
理
７
　
も
し
企
業
が
の
期
に
お
い
て
短
期
債
券
を
需
要
（
卓
栄
Ｖ
◎
）
す
る
な
ら
ば
、
、
〈
◎
（
Ｖ
◎
）
の
と
き
、
そ
の
市
場
利
子

率
が
高
い
程
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
大
き
く
（
小
さ
く
）
、
逆
に
、
短
期
債
券
を
供
給
す
る
な
ら
ぽ
、
、
〈
ｏ
（
Ｖ
◎
）
の
と

　
　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
　
九
八
）

き
、
そ
の
市
場
利
子
率
が
高
い
程
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
小
さ
い
（
大
き
い
）
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
比
較
静
学
の
結
論
を
得
る
た
め
に
は
ぴ
お
よ
び
ガ
の
符
号
で
示
さ
れ
る
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
（
１
７
）
　
（
ｏ
。
・
Ｈ
）
（
・
。
』
）
よ
り
、
氏
Ｖ
◎
一
ミ
十
や
完
Ｖ
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
ミ
Ｖ
◎
一
旬
Ｖ
◎
の
可
能
性
は
大
き
い
が
、
ミ
〈
◎
か
っ
句
Ｖ
◎
一
ミ
Ｖ
◎

　
　
　
　
か
っ
ｂ
Ｖ
◎
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
ぴ
、
９
の
符
号
を
効
用
関
数
の
性
質
か
ら
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
（
１
８
）
　
も
し
句
Ｗ
◎
の
可
能
性
が
大
き
い
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
効
果
は
不
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
１
Ｖ
　
期
待
効
用
仮
説
に
よ
る
接
近
と
期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
る
接
近
と
の
関
係

　
我
々
は
第
２
章
お
よ
び
第
３
章
に
お
い
て
、
期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
る
接
近
に
よ
っ
て
問
題
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ

る
が
、
本
章
で
は
ま
ず
、
既
述
の
問
題
の
期
待
効
用
仮
設
に
よ
る
接
近
を
簡
単
に
示
し
、
そ
の
結
果
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
し

　
一
疋

よ
う

　
そ
こ
で
、
企
業
の
ノ
イ
マ
ソ
ー
ー
モ
ル
ゲ
ソ
シ
ュ
テ
ル
ソ
型
効
用
関
数
を

　
　
　
　
ｑ
ｌ
ｌ
ｑ
（
き
吉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Ｈ
）

と
す
る
と
、
企
業
は
危
険
回
避
者
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
ｑ
（
き
十
－
）
Ｖ
◎
一
只
、
（
事
王
）
〈
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

と
な
る
。
仮
定
１
か
ら
仮
定
８
ま
で
は
こ
こ
で
も
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
か
ら
、
十
期
に
期
待
さ
れ
る
短
期
的
富
は
（
心
．
ｏ
）
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
効
用
関
数
の
期
待
値
は
、



　
　
　
肉
［
ｑ
（
ミ
”
二
）
］
１
１
向
□
貝
さ
十
一
・
（
お
十
－
）
十
（
Ｈ
＋
さ
）
（
ミ
、
１
さ
－
－
Ｏ
、
－
申
、
）
｝
］

と
な
る
か
ら
、
極
大
化
の
一
階
の
条
件
は
、

　
　
　
　
員
ｑ
一
き
・
・
一
一
』
一
只
責
一
一
－
一
一
ま
一
ｐ
、
一
一
－
◎
　
　
　
　
　
　
　
一
ま
一

　
　
　
　
　
　
〇
ト

　
　
　
　
。
、
一
、
雫
、
十
、
一
一
－
、
一
只
・
一
、
王
－
（
一
ま
）
、
「
一
、
十
・
し
．
些
一
一
”
。
　
　
　
　
　
（
ト
ト
一

と
な
る
。
（
卜
。
。
）
（
ト
ト
）
を
同
時
に
満
す
刃
お
よ
び
４
を
そ
れ
ぞ
れ
疋
、
一
４
と
記
す
こ
と
に
し
、
（
ト
』
）
（
ト
ト
）
を

　
　
　
向
一
Ｓ
・
一
奮
１
（
Ｈ
ま
一
Ｐ
、
一
十
向
一
只
・
（
、
三
ー
も
一
Ｈ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芸
）
、

　
　
　
向
一
Ｓ
・
一
奮
－
（
Ｈ
丈
一
）
、
「
（
Ｈ
丈
一
）
珪
、
一
吉
［
Ｓ
（
、
一
一
「
も
一
１
１
◎
　
　
　
　
■
（
宣
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

と
変
移
し
て
向
［
只
・
（
、
三
－
套
）
］
〈
ｏ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

　
　
　
　
奪
１
（
一
十
～
）
・
Ｐ
、
（
如
）
Ｖ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
閉
）

　
　
　
　
套
１
（
Ｈ
＋
さ
）
さ
ー
（
Ｈ
＋
さ
）
年
、
（
“
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
ｏ
）

を
得
る
。
（
卜
岬
）
と
（
ド
Ｈ
ｏ
・
）
、
（
卜
ｏ
）
と
（
Ｎ
．
宕
）
は
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、
期
待
効
用
仮
設
の
も
と
で
も
定
理
１
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
１
■

　
次
に
我
々
は
、
（
仁
』
）
（
ト
ト
）
を
同
時
に
満
す
解
と
し
て
得
ら
れ
る
最
適
生
産
量
い
ｃ
９
お
よ
び
在
庫
量
一
似
が
、
片
期
の
価
格
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

確
実
性
お
よ
び
そ
の
期
待
値
、
の
期
の
市
場
価
格
、
の
期
の
短
期
債
券
の
市
場
利
子
率
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
げ
る
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
そ
こ
で
ま
ず
我
々
は
、
十
期
の
価
格
を
ぺ
、
三
十
〇
（
、
三
は
確
率
変
数
で
あ
り
、
宇
お
よ
び
ｏ
は
シ
フ
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
）
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
一
〇
〇
）

不
確
実
性
の
変
化
を
＼
１
ー
ガ
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｈ
か
ら
の
、
向
［
ぺ
、
三
十
８
１
－
◎
を
満
す
よ
う
な
宇
の
変
化
す
な
わ
ち
、
§
＼
寺
１
－
奮
を
満
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

う
た
宇
の
変
化
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
、
（
ト
ｏ
。
）
、
一
（
ト
ト
）
、
よ
り
、
さ
１
－
Ｐ
、
（
杓
）
１
隼
、
（
打
）
と
な
る
か
ら
、
　
さ
十
「
（
Ｈ
＋
、
、
）
９
，

１
ー
さ
十
「
（
－
吉
一
）
、
「
（
Ｈ
吉
一
）
珪
、
と
な
り
、

　
　
　
Ｏ
…
さ
十
「
（
Ｈ
弍
一
）
Ｐ
、
（
お
）
１
１
、
三
１
（
Ｈ
丈
一
）
、
「
（
Ｈ
丈
一
）
隼
、
（
、
一
）

と
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
（
ｏ
◎
・
◎
。
）
（
◎
◎
」
）
よ
り
、

　
　
　
嚇
－
、
、
；
９
（
、
、
、
芯
、
中
、
［
ｓ
申
、
（
、
十
、
、
）
］
一
や
ｂ
一
・
、
。
ｓ
（
、
干
、
・
）
、
洲
。
ｓ
宍
．
（
、
十
、
一
）
］

　
　
　
輸
－
向
。
ｓ
。
．
（
タ
、
芯
、
出
向
。
ｓ
。
、
（
、
十
、
、
）
、
一
押
・
“
一
・
、
。
、
、
（
、
王
、
・
）
］
出
只
三
．
（
、
十
、
・
）
］

　
　
　
　
　
１
）

を
得
る
。
ま
た
、
杵
期
の
価
格
の
期
待
値
の
変
化
を
、
、
三
十
〇
の
¢
１
１
◎
か
ら
の
変
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
（
仁
』
）
（
卜
仁
）
よ
り
、
、

　
　
　
　
三
（

　
　
　
竿
向
弓
．
。
一
向
ホ
簑
．
、
、
、
、
一
一
一
や
加
一
・
向
冨
、
一
幸
ミ
．
一
、
十
、
、
一
一

　
　
　
亀
、
１
向
［
ｑ
、
・
○
］
向
［
ｑ
・
ｐ
、
、
・
（
Ｈ
＋
さ
）
］
－
－
　
向
［
ｓ
］
向
［
雫
・
ｐ
、
、
・
（
Ｈ
＋
、
一
）
］

　
　
　
§
１
　
　
　
ｂ
　
　
　
§
二
一
十
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

と
な
る
。
の
期
の
市
場
価
格
に
っ
い
て
は
、
そ
れ
が
十
期
の
価
格
の
主
観
的
確
率
分
布
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

」
（
卜
ｏ
◎
）
（
卜
仁
）
よ
り
、

　
　
　
員
Ｉ
ｌ
ｂ
弓
、
・
ｏ
心
一
向
一
ｓ
（
Ｈ
ま
一
一
　
向
弓
、
・
〇
一
向
一
ｓ
填
、
、
・
一
Ｈ
ま
一
一
　
　
　
－

　
　
　
、
さ
Ｉ
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
＋
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
（
如
－
一
十
Ｈ
三
１
５



　
　
　
き
Ｈ
向
弓
、
．
Ｏ
心
一
■
一
只
．
一
一
・
、
一
一
一
十
向
一
ｑ
、
、
．
篶
一
ｑ
、
．
Ｐ
、
、
．
一
一
。
、
し
一
一
牛
一
十
ぎ
ム
一

　
　
　
～
さ
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
ｂ
□
只
・
（
Ｈ
＋
さ
）
］
、
［
只
・
ｏ
“
、
、
・
（
］
．
十
ご
）
］

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

を
得
る
。
同
様
に
、
の
期
の
短
期
債
券
の
市
場
利
子
率
に
つ
い
て
、
（
。
◎
。
Ｏ
◎
）
（
Ｏ
。
」
）
よ
り

　
　
　
～
ト
ー
向
弓
、
．
Ｏ
岩
弓
．
些
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
・
）
］
阜

　
　
　
　
寺
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
状
、
－
、
弓
．
。
一
、
“
。
、
．
一
、
十
、
、
一
一
車

を
得
る
。
我
々
は
以
上
の
結
果
と
第
３
章
で
得
た
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
る
接
近
で
用
い

た
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
す
基
準
で
あ
る
ぴ
お
よ
び
局
は
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
向
□
只
、
・
ｏ
・
（
、
三
－
套
）
］
一
向
［
９
、
・
ｏ
］

に
対
応
し
て
お
り
、
ミ
Ｗ
○
（
〈
ｏ
）
が
砦
ｑ
、
・
ｏ
・
（
さ
十
「
奮
）
］
帆
ｏ
（
Ｖ
○
）
一
ｂ
Ｗ
○
（
〈
○
）
が
向
□
只
、
・
ｏ
］
帆
◎
（
Ｖ
ｏ
）
で
あ
る
な

ら
ば
、
比
較
静
学
の
結
論
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
、
ぴ
と
向
□
Ｓ
、
・
Ｏ
・
（
さ
十
「
書
）
］
一
戸
と
導
只
、
・
Ｏ
］
と
の
関

係
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

　
ア
ロ
ー
お
よ
び
プ
ラ
ッ
ト
は
絶
対
的
危
険
回
避
の
程
度
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　
　
　
完
』
１
ｌ
Ｉ
ｑ
、
（
ミ
～
Ｈ
）
＼
Ｒ
（
『
、
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
ベ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

我
々
は
絶
対
的
危
険
回
避
の
程
度
孔
が
ミ
三
の
減
少
（
増
加
）
関
数
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
向
［
只
、
・
｛
さ
十
－
－
（
Ｈ
＋
さ
）
・
Ｐ
、
｝
］
Ｖ
ｏ
（
〈
◎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
』
）

　
　
　
向
［
只
、
・
｛
、
三
１
（
Ｈ
＋
さ
）
ざ
１
（
Ｈ
＋
さ
）
申
、
、
｝
］
Ｖ
◎
（
〈
◎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
ｏ
）

　
　
　
価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
一
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
一
〇
二
）

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
確
率
変
数
、
三
に
っ
い
て
、
、
三
Ｖ
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
な
ら
ば
、

　
　
　
完
』
（
ミ
三
）
〈
（
Ｖ
）
完
』
（
ミ
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
Ｈ
◎
）

と
な
る
。
こ
こ
で
ミ
三
は
、
王
１
１
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
の
と
き
の
ミ
三
で
あ
る
。
従
っ
て
、
（
卜
ｏ
）
よ
り
、

　
　
　
只
、
（
ミ
三
）
Ｖ
（
〈
）
１
完
』
（
ミ
三
）
・
只
（
事
王
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
■
）
．

と
な
る
。
（
ト
ー
Ｈ
）
の
両
辺
に
、
三
１
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
を
乗
じ
て
、

　
　
　
ｑ
、
（
ミ
王
）
・
｛
さ
十
「
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
｝
Ｖ
（
〈
）
－
完
』
・
只
（
ミ
三
）
｛
、
三
１
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
｝
　
　
　
　
　
（
卜
竃
）

を
得
る
が
、
（
卜
旨
）
の
関
係
は
、
、
王
く
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
か
ら
、
（
卜
Ｓ
）
の
期
待
値
を
と
る
と
、

　
　
　
向
□
只
、
（
ミ
三
）
・
｛
、
王
－
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
｝
］
Ｖ
（
〈
）
１
完
』
（
ミ
三
）
・
向
［
只
（
ミ
三
）
｛
、
三
１
（
Ｈ
＋
さ
）
Ｐ
、
｝
］

と
な
り
、
（
ト
』
）
よ
り
（
ト
お
）
の
右
辺
が
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
（
卜
。
。
）
が
成
立
す
る
。
（
卜
ｏ
）
に
っ
い
て
も
同
様
の
方
法
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

て
成
立
す
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
か
ら
、
絶
対
的
危
険
回
避
の
程
度
見
が
ミ
三
の
減
少
（
増
加
）
関
数
な
ら
ば
、
向
［
雫
、
・
ｏ
］
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
〈
◎
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
（
Ｏ
。
』
）
（
Ｏ
。
」
）
を
Ｈ
：
十
お
－
Ｈ
で
全
微
分
し
て
整
理
す
る
と
、

　
　
　
　
　
～
押
　
　
－
向
［
只
、
・
Ｑ
］
向
［
只
・
坤
、
、
・
（
Ｈ
＋
３
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
～
（
お
１
一
十
－
二
）
－
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
、
－
　
　
１
向
［
只
、
・
ｏ
］
向
［
Ｒ
・
ｐ
、
、
・
（
Ｈ
＋
さ
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
～
（
ト
ー
一
十
わ
１
－
）
Ｉ
　
　
　
　
　
ｂ

と
た
る
か
ら
、
向
［
只
、
・
Ｑ
］
帆
ｏ
（
Ｖ
◎
）
た
ら
ぱ
、
、
お
＼
呉
わ
１
一
十
Ｈ
三
）
一
ミ
一
＼
呉
わ
ー
－
十
Ｈ
二
）
帆
◎
（
Ｖ
◎
）
で
あ
る
。
　
こ
こ
で

（
お
ー
一
十
Ｈ
二
）
は
の
期
に
お
い
て
企
業
が
販
売
可
能
な
財
の
総
量
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
変
化
は
危
険
が
一
定
の
も
と
で
の
富
の
期
待



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

値
の
変
化
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
、
［
只
、
・
〇
一
く
○
（
Ｖ
ｏ
）
す
な
わ
ち
絶
対
的
危
険
回
避
の
程
度
側
が
短
期
的
富
（
ミ
三
）
の
増
加
（
減

少
）
関
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
危
険
が
一
定
の
も
と
で
の
短
期
的
富
の
期
待
値
が
増
加
し
た
時
、
危
険
回
避
の
程
度
が
大
き
く

（
小
さ
く
）
な
り
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
小
さ
く
（
大
き
く
）
な
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
我
々
の
声
の
符
号
が
正
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

と
と
同
一
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
期
待
効
用
理
論
で
は
、
向
［
只
、
・
ｏ
・
（
さ
十
「
～
）
］
の
符
号
と
危
険
回
避
の
程
度
と
の
関
係
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
比
較

静
学
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
　
ぴ
と
向
□
只
、
・
ｏ
・
（
、
三
－
套
）
］
が
対
応
し
て
お
り
、
　
ぴ
の
定
義
は
、
も
し
短
期
的
富
の
期
待
値
が
一

定
の
も
の
で
危
険
が
増
加
し
た
時
、
負
Ｖ
ｏ
（
〈
○
）
た
ら
ば
、
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
は
大
き
く
（
小
さ
く
）
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
向
［
只
、
・
ｏ
・
（
さ
十
「
套
）
］
の
正
・
負
も
そ
の
よ
う
な
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
る
接
近
法
を
と
る
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
、
富
の
変
化
を
そ
の
危
険
が
一
定
で

の
期
待
値
の
変
化
と
そ
の
期
待
値
が
一
定
の
危
険
の
変
化
に
分
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
に
対
し
て
企
業
の
危
険
回
避
の
程
度
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
と
い
う
基
準
で
あ
る
ぴ
お
よ
び
刀
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
比
較
静
学
の
結
果
に
っ
い
て
、
期
待
効
用
理
論
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

れ
よ
り
も
明
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
（
１
９
）
　
ノ
イ
マ
ソ
ー
ー
モ
ル
ゲ
ソ
シ
ュ
テ
ル
ソ
型
の
効
用
関
数
に
つ
い
て
は
、
オ
彗
昌
彗
〒
く
。
品
。
箏
乙
。
け
。
ｈ
箏
〔
お
〕
・
声
ｈ
、
。
ミ
〔
Ｈ
〕
・
団
、
一
昌
◎
－

　
　
　
〔
Ｎ
〕
な
ど
を
参
照
。
完
成
品
在
庫
を
保
有
し
な
い
ヶ
ー
ス
に
っ
い
て
の
期
待
効
用
仮
説
に
よ
る
接
近
と
し
て
は
、
団
、
、
、
。
■
〔
・
。
〕
〔
凸
・

　
　
　
目
｝
昌
彗
ｏ
ｏ
〔
８
一
■
¢
Ｈ
『
邑
〔
べ
〕
一
ｃ
ｏ
彗
｛
昌
◎
〔
ま
〕
な
ど
が
あ
る
。

　
　
（
２
０
）
　
向
□
只
・
（
さ
十
「
妄
）
］
は
、
三
と
ｑ
、
の
共
分
散
で
あ
る
。
ｑ
只
＼
ｑ
ｊ
・
Ｈ
１
１
只
、
・
（
お
十
ト
）
〈
◎
で
あ
る
か
ら
、
ｂ
□
只
．
（
、
三
－
き
）
Ｕ

　
　
　
〈
◎
で
あ
る
。
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こ
れ
は
、
ｃ
ｏ
彗
ｐ
昌
◎
〔
旨
〕
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
方
法
で
あ
る
。

　
ト
昌
◎
ミ
〔
Ｈ
〕
一
勺
ｓ
暮
〔
旨
〕
を
参
照
。

　
同
様
に
・
（
ド
Ｓ
）
（
ド
お
）
よ
り
・
　
　
、
お
半
　
　
１
Ｉ
Ｉ
宍
§
§
）
、
、
、
．
貞
、
、
．
（
Ｈ
＋
、
一
）
　
　
　
、
ト
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
わ
吉
十
ｂ
ｌ
－
）
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
、
呉
わ
ー
－
十
ト
ー
－
）

　
１
句
（
§
§
）
ざ
、
・
ｐ
、
、
・
（
－
十
さ
）

１
Ｉ
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
句
Ｗ
◎
（
〈
◎
）
な
ら
ば
、
、
お
、
＼
呉
お
ー
Ｈ
＋
ト
ー
－
）
一
、
ト
、
＼
只
お
ー
－
十
ト
ー
－
）
帆
◎
（
Ｖ
◎
）
で

あ
る
。

　
実
際
、
ｃ
ｏ
彗
｛
昌
◎
〔
畠
〕
で
は
、
価
格
の
不
確
実
性
の
変
化
が
、
最
適
生
産
量
に
及
惇
す
効
果
は
確
定
的
で
な
い
の
で
、
そ
の
効
果
を

価
格
が
確
実
で
あ
る
点
の
近
傍
で
評
価
し
て
い
る
。

結
　
　
　
び

　
我
々
は
本
論
に
お
い
て
、
完
全
競
争
の
仮
定
の
も
と
で
、
投
機
的
動
機
に
も
と
づ
い
て
完
成
品
在
庫
を
保
有
す
る
企
業
が
ど
の
よ

う
に
し
て
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
を
決
定
す
る
か
と
い
う
間
題
を
、
期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
っ
て
検
討
し
た
が
、
こ
の

接
近
法
は
、
期
待
効
用
仮
設
に
よ
る
接
近
法
よ
り
も
、
既
述
の
間
題
に
関
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
第
ユ
の
理
由
は
、

期
待
値
－
標
準
偏
差
基
準
に
よ
る
接
近
で
は
、
最
適
生
産
量
お
よ
び
在
庫
量
は
、
有
効
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
を
用
い
て
二
段
階
で
決
定
さ

れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
解
の
ユ
ニ
ー
ク
性
お
よ
び
「
コ
ー
ナ
ー
解
」
の
間
題
を
容
易
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
２
の
理
由
は
、
第
４
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
比
較
静
学
の
結
果
が
企
業
の
危
険
に
対
す
る
態
度
を
示
す
２
っ

の
基
準
ぴ
お
よ
び
ガ
に
よ
っ
て
完
全
に
説
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
の
作
成
に
際
し
て
有
益
な
コ
メ
ソ
ト
を
い
た
だ
い
た
一
橋
大
学
・
藤
野
正
三
郎
教
授
お
よ
び
横
浜
市
立
大
学
・
石
井
安
憲
助
教
授
に
感
謝
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